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12
月
定
例
会
は
、
12
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
保
・
介
護
・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
制
定
な
ど
、
14
議
案
を
全
会
一
致
、
一
部

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　学童保育や児童手当、就学援助など子育てや福祉に必要な費用と、追加上程された
人事院勧告に伴う人件費の増額により、既定予算に歳入歳出それぞれ 8214万 9千円
を増額補正し、予算総額は 77億 5757万 6千円となりました。

一
般
会
計　

補
正
予
算

一
般
会
計　

補
正
予
算

2

支援の充実を支援の充実を 一般会計一般会計
補正予算補正予算

児童手当費　　　　　　747万円
補正予算の主な事業補正予算の主な事業
転入や出産が当初の見込みより多くなったため、増額し
ます。

補助基準額の変更と障がい児の受入推進事業で児童数が
増えたことによる費用です。

制度改正に伴う障害者自立支援給付支払等システム改修
の経費と、平成28年度の障害者自立支援医療費負担金
の確定に伴う超過交付分の返還金です。

旧姓を引き続き使用できるよう住民票やマイナンバーカ
ードなどに旧姓を併記するためのシステム改修と、印鑑
証明の性別欄を削除するシステム改修費を増額します。

国の社会保障・税番号制度の導入に伴い、新たな業務に
対応するための総合行政情報システムの改修経費です。

保健福祉センター内の療育室に光冷暖システム（暖房の
み）を導入するための改修経費です。

放課後児童対策事業　680万2000円

障害者自立支援事業　421万9000円

戸籍住民基本台帳経費　283万7000円

電算経費　　　　254万6000円

保健福祉センター経費　68万1000円
マイナンバーカードで
便利なコンビニ交付

保健福祉センター内療育室 開所された待望の三和学童保育所
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一
般
会
計　

補
正
予
算

一
般
会
計　

補
正
予
算

3

賛
成
討
論
（
山
崎
議
員
）

　

退
職
手
当
組
合
負
担
金
、
児

童
手
当
費
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
療
育
室
改
修
工
事
の
光

冷
暖
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費
な

ど
、
重
要
か
つ
す
ぐ
に
必
要

な
予
算
を
計
上
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

そ
の
予
算
見
積
り
は
適
正

な
積
算
根
拠
の
も
と
に
計
上

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
三
宅
議
員
）

　

議
案
の
中
に
は
大
切
な
も

の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
予
算

決
算
常
任
委
員
会
副
委
員
長

の
討
論
と
同
じ
観
点
で
賛
成

と
し
ま
す
。 

子育て子育て
　
冷
暖
房
設
備
の
あ
る
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
療
育
室
に
、
光

冷
暖
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
必
要

で
す
か
。 　

 

　
福
祉
部
長　

発
達
支
援
の

た
め
、
よ
り
良
い
環
境
を
求
め

て
い
ま
し
た
。
療
育
室
の
環
境

に
適
し
て
い
る
の
で
、
導
入
は

必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
光
冷
暖
シ
ス
テ
ム
は
、
無

償
提
供
で
は
な
く
入
札
で
導
入

し
て
は
ど
う
で
す
か
。　

 　
 

　
地
域
福
祉
課
長　

こ
の
シ

ス
テ
ム
は
特
許
製
品
な
の
で
、

入
札
は
適
さ
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
放
課
後
児
童
は
、
学
習
と

遊
び
の
ど
ち
ら
が
主
体
で
す
か
。 

　
子
ど
も
家
庭
課
長　

宿
題

が
終
わ
っ
て
か
ら
遊
ぶ
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
就
学
援
助
の
基
準
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。 

　
学
校
教
育
課
長　

家
庭
の

収
入
額
を
需
用
費
（
家
族
全
員

の
需
要
額
）
で
割
っ
た
数
字
が

１･

３
以
下
の
家
庭
を
対
象
に

支
給
し
て
い
ま
す
。 

　
中
学
校
の
学
用
品
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
対
象
で
す
か
。

ま
た
、
支
給
単
価
は
い
く
ら
で

す
か
。　

 
　
学
校
教
育
課
主
幹　

学
用

品
の
対
象
は
学
校
で
使
用
す
る

ド
リ
ル
な
ど
で
、
新
入
学
学
用

品
は
制
服
・
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
で

す
。 

　

新
入
学
学
用
品
費
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
中
学
新
入
生
の
単
価

が
４
７
，
４
０
０
円
に
上
が
り

ま
し
た
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

光
冷
暖
シ
ス
テ
ム
の
議
論

の
中
で
納
得
で
き
る
答
弁
を

得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
企
業
か
ら
機
器
の
無
償

提
供
に
も
疑
問
を
も
ち
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
状
況
を
把

握
し
て
か
ら
で
も
導
入
を
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
反
対
し

ま
す
。

反
対
討
論
（
山
本
議
員
）

　

光
冷
暖
シ
ス
テ
ム
の
無
償

提
供
を
受
け
、
再
改
修
す
る
た

め
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
現
在
行
わ
れ

て
い
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
大

改
修
に
伴
う
最
新
の
冷
暖
房

設
備
の
実
証
を
せ
ず
に
行
う

費
用
で
あ
り
反
対
し
ま
す
。

補
正
予
算（
４
号
）の
討
論

賛
成
討
論
（
山
崎
議
員
）

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給

与
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
増
額

補
正
を
す
る
も
の
で
す
。
適
正

に
計
上
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
と

議
員
の
期
末
手
当
の
条
例
改

正
に
反
対
し
ま
し
た
。
そ
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
反
対
し
ま
す
。

補
正
予
算（
５
号
）の
討
論
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条例条例

特別会計補正予算特別会計補正予算
特
別
会
計　

補
正
予
算
／
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

特
別
会
計　

補
正
予
算
／
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

4

　職員構成の変動などにより68万１千円を減額補正しました。また、追加上程（第３号）で人
事院勧告の実施に伴い人件費を10万３千円増額補正し、予算総額は32億9292万9千円となりま
した。 

　職員構成の変動と制度改正に伴う電算システム改修経費などで、4323万９千円を増額補正し
ました。また、追加上程（第3号）で人事院勧告の実施に伴い人件費を20万５千円増額補正し、
予算総額は19億3272万3千円となりました。 

　職員構成の変動と前年度消費税の不足分で431万３千円を増額補正しました。また、追加上
程（第2号）で人事院勧告の実施に伴い人件費を22万１千円増額補正し、予算総額は９億8083
万４千円となりました。

国民健康保険国民健康保険

介護保険介護保険

下水道事業下水道事業

　

都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ

い
て
、
地
区
計
画
な
ど
の
案
の

内
容
と
な
る
事
項
の
提
示
方
法

と
意
見
の
提
出
方
法
を
定
め
る

も
の
で
す
。

　
縦
覧
期
間
は
２
週
間
と
短

く
な
い
で
す
か
。

　
建
設
課
長
補
佐　

一
般
的

に
縦
覧
期
間
は
２
週
間
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
縦
覧
期
間
を

含
め
て
意
見
を
求
め
る
期
間
は

３
週
間
設
け
て
い
ま
す
。

　
意
見
書
を
出
せ
る
人
は
、

開
発
地
域
の
人
だ
け
で
す
か
。　

 

　
建
設
課
長
補
佐　

地
区
計

画
で
あ
っ
て
も
町
全
体
が
関
わ

る
こ
と
な
の
で
、
意
見
書
を
出

せ
る
範
囲
は
町
民
全
員
が
対
象

で
す
。

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
初

任
給
を
１
０
０
０
円
引
き
上
げ
、

若
年
層
を
中
心
に
同
程
度
、
そ

の
他
は
４
０
０
円
引
き
上
げ
ま

す
。
ボ
ー
ナ
ス
は
12
月
の
勤
勉

手
当
の
支
給
月
数
を「
０･

１

月
分
」引
き
上
げ
、
支
給
率
を「

１
０
０
分
の
85
」か
ら「
１
０
０

分
の
95
」に
改
正
し
、平
成
30
年

度
以
降
は
６
月
期
、
12
月
期
の

勤
勉
手
当
が
均
等
に
な
る
よ
う

配
分
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
附
則
で
は
55
歳
以
上

で
、
か
つ
給
料
の
級
が
６
級
以

上
の
職
員
に
対
す
る
給
与
の
減

額
措
置
が
平
成
30
年
３
月
31
日

で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

該
規
定
を
削
る
と
と
も
に
、
こ

れ
を
引
用
す
る「
勤
務
時
間
、休

暇
に
関
す
る
条
例
及
び
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
」の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

東
員
町
地
区
計
画
等
の
案
の

作
成
手
続
き
に
関
す
る
条
例

の
制
定

東
員
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

主
な
質
疑

主
な
質
疑
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条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

5

議
員
報
酬
と
費
用
弁
償
等
の

条
例
改
正

町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の

給
料
と
旅
費
等
の
条
例
改
正

　

平
成
29
年
人
事
院
勧
告
に
よ

り
、
国
家
公
務
員
の
ボ
ー
ナ
ス

を
「
０･

１
月
分
」
引
き
上
げ

る
勧
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

勧
告
を
準
拠
し
、
議
員
の
期

末
手
当
と
町
長
、
副
町
長
お
よ

び
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給

率
を
「
１
０
０
分
の
２
１
５
」

か
ら
「
１
０
０
分
の
２
２
５
」

に
改
正
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
以
降
は
、
６
月

期
、
12
月
期
の
期
末
手
当
が
均

等
に
な
る
よ
う
配
分
す
る
も
の

で
す
。 

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

労
働
者
の
実
質
賃
金
は
下

が
り
、
町
民
の
負
担
は
増
え
て

い
ま
す
。
財
源
が
厳
し
く
な

る
中
で
の
引
き
上
げ
に
反
対

し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
山
崎
議
員
）

　

人
事
院
よ
り
引
き
上
げ
の

勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
に
準
拠

し
、
勧
告
に
基
づ
く
正
当
な

条
例
改
正
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
賛
成
し
ま
す
。

町長、副町長及び教育長の給料と旅費等
の条例改正

賛
成
討
論
（
山
崎
議
員
）

　

国
家
公
務
員
の
ボ
ー
ナ
ス

支
給
率
が
民
間
企
業
よ
り
低

い
と
し
て
、
人
事
院
よ
り
引
き

上
げ
の
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
準
拠
し
、
本
町
議
会
議
員

の
期
末
手
当
支
給
率
を
引
き

上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
正
当

な
条
例
改
正
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
す
の
で
賛
成
し
ま
す
。 

賛
成
討
論
（
三
宅
議
員
）

　

議
会
の
中
に
は
幅
広
い
年

齢
層
の
議
員
が
い
ま
す
。
ど

の
年
代
で
も
安
心
し
て
議
員

活
動
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
配
慮

を
し
な
が
ら
議
員
活
動
を
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成

し
ま
す
。

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治

体
の
財
政
状
況
に
合
わ
せ
て

実
施
も
で
き
ま
す
。
財
源
が

厳
し
く
な
る
中
で
町
民
の
負

担
は
増
え
て
い
ま
す
。
非
常

勤
で
あ
る
議
員
の
期
末
手
当

の
引
き
上
げ
に
反
対
し
ま
す
。 

反
対
討
論
（
山
本
議
員
）

　

東
員
町
は
大
変
な
少
子
高

齢
化
の
社
会
の
中
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
議
案
が
果
た
し
て

住
民
の
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
疑
問
に

思
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
こ
の
議
案
は
凍
結

す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
反

対
し
ま
す
。

議員報酬と費用弁償等の条例改正

地域の想いをつなぐ駅伝大会
（第 50回町民駅伝大会）
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議
員
の
賛
否

議
員
の
賛
否

6

各議員の賛否各議員の賛否
平成 29年　第 4回（12月）定例会平成 29年　第 4回（12月）定例会

議長（－）は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長裁決。○は賛成、×は反対。

審
議
結
果

議員名

議案名

大 

谷 

勝 

治

片 

松 

雅 

弘

三  

林    
浩

石 

垣 
智 
矢

山
崎
ま
ゆ
み

近 
藤 
敏 

彦

島 
田 

正 

彦

南  

部   

豊

水 

谷 

喜 

和

鷲 

田 

昭 

男

川 

瀬 

孝 

代

三 

宅 

耕 

三

山
本
陽
一
郎

大 

崎 

潤 

子

同意 固定資産評価審査委員会の委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

承認 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 東員町地区計画等の案の作成手続に関する条例の
制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成29年度東員町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ×

可決 平成 29年度東員町国民健康保険特別会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成29年度東員町介護保険特別会計補正予算（第
２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成 29年度東員町下水道事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 東員町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ × ×

可決 町長、副町長及び教育長の給料及び旅費等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ × ×

可決 東員町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成29年度東員町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ × ×

可決 平成 29年度東員町国民健康保険特別会計補正予
算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成29年度東員町介護保険特別会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成 29年度東員町下水道事業特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
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議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

7

「議会」って
定例会以外に

「議会」って
定例会以外に

　何をしてい
るのだろう？

　何をしてい
るのだろう？議会の動き議会の動き

　平成29年10月から12月までの議会全員協議会・各常任委員会の活動を

「議会の動き」として報告します。

議会広報常任委員会を開催　　平成29年10月4、10、12日
　議会広報133号の編集作業を行いました。
議会運営委員会を開催　　平成29年10月6日
　議会傍聴規則の一部改正について協議しました。
議会議員研修会を開催　　平成29年10月13日
総務建設常任委員会を開催　　平成29年10月18日
　北勢沿岸流域下水道北部浄化センターを視察しました。
議会全員協議会を開催　　平成29年10月18日
　光冷暖システムの仕組みについてモデルルームにて説明を受けました。
議会全員協議会を開催　　平成29年11月17日
　平成29年第4回東員町議会定例会（12月定例会）の議案概要について、執行部から説明を受けました。
議会運営委員会を開催　　平成29年11月17日
　平成29年第4回東員町議会定例会（12月定例会）の会期・議事日程について協議しました。
議会広報常任委員会を開催　　平成29年11月17日
　議会広報作成について協議しました。
議会広報常任委員会を開催　　平成29年12月1日
　議会だより134号の構成について協議しました。
議会運営委員会を開催　　平成29年12月7日
　追加上程される議案の審議予定について協議しました。
予算決算常任委員会を開催　　平成29年12月8日
　付託された議案について審査しました。
総務建設常任委員会を開催　　平成29年12月12日
　付託された議案などについて審査しました。
教育民生常任委員会を開催　　平成29年12月12日
　付託された議案などについて審査しました。
教育民生常任委員会を開催　　平成29年12月13日
　地域支えあい事業（瀬古泉カフェ）の現地視察を行いました。
議会広報常任委員会を開催　　平成29年12月14、15、18、22、26日
　議会広報134号の編集作業を行いました。
議会全員協議会を開催　　平成29年12月15日
　第5期障害福祉計画・第1期障害児福祉計画（素案）、高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画（素案）
について、執行部から説明を受けました。

　上記以前の「平成29年　議会の動き」は町ホームぺージの
東員町議会に掲載してあります。
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１．近藤　敏彦………………………………………………… ９
　　１．子育て世代にやさしいまちづくりについて
　　２．対外的なPRについて

２．大谷　勝治………………………………………………… 10
　　１．農福連携事業について
　　２．朝市について（ガラス温室）
　　３．交通行政について
　　４．道路管理について

３．三宅　耕三………………………………………………… 11
　　１．町長の政策構想と職員連携について

４．川瀬　孝代………………………………………………… 12
　　１．子育て応援アプリについて
　　２．発達障害支援について

５．石垣　智矢………………………………………………… 13
　　１．陸上競技場芝グラウンドの利用について

６．大崎　潤子………………………………………………… 14
　　１．安全・安心なまちについて
　　２．快適なまちについて
　　３．人にやさしいまちについて
　　４．雇用について

７．山崎まゆみ………………………………………………… 15
　　１．栄養改善事業の「食育」と食農推進事業の「食農」の連携について
　　２．男女共同参画社会の実現に向けた取組について

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

　一般質問とは、町行財政全般
について、町長の考えや疑問点
を質

ただ

す政策論議のことをいい、
定例会のみ行われます。

　今定例会では、7人の議員が
一般質問を行いました。　

過去の一般質問はこちらから
原稿は質問者が作成したものを掲載しています。

8
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年
度
途
中
で
は
何
人
の

待
機
児
童
が
い
ま
す
か
。

教
育
長　

５
年
ほ
ど
前

か
ら
発
生
し
て
お
り
、

今
年
度
は
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

で
24
人
い
ま
す
。

年
度
途
中
で
の
待
機
児

童
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、

も
う
少
し
余
裕
を
も
っ
た
計
画

を
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

す
か
。

教
育
長　

毎
年
10
月
に

園
児
の
募
集
を
し
て
準

備
を
し
ま
す
が
、
保
育
士
の
確

保
が
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
職

員
も
毎
年
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
の
待
機
児
童
は

保
育
園
の
待
機
児
童
は

　

年
度
当
初
は
あ
り
ま
せ
ん

近
藤
敏
彦

保
育
園
の
待
機
児
童
の

状
況
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

年
度
始
ま
り

は
待
機
児
童
は
あ
り
ま

せ
ん
。
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
よ
う
、

職
員
配
置
な
ど
考
慮
し
て
い
ま

す
。 答問

一般質問一般質問

元気いっぱいな園児たち

東
員
町
観
光
協
会
の
現

状
と
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
で
す
か
。

町
長　

組
織
の
運
営
や

活
動
方
針
の
調
整
不
足
、

役
員
の
高
齢
化
な
ど
で
組
織
の

弱
体
化
が
進
み
、
活
動
を
休
止

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら

若
者
を
中
心
と
し
た「
東
員
町

観
光
振
興
会
」が
発
足
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
振
興
会
が

町
の
観
光
振
興
の
要
と
な
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
現
状
は

問答

9

将
来
的
に
児
童
数
の
偏

か
た
よ

り
や
教
員
の
配
置
な
ど

を
考
慮
す
る
と
、
小
・
中
学
校

の
統
廃
合
や
学
校
区
の
枠
を
外

す
な
ど
、
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

小
学
校
の
場

合
は
、
複
式
学
級
の
可

能
性
が
で
て
き
た
ら
統
廃
合
を

考
え
ま
す
。
在
来
地
区
は
通
学

距
離
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

再
質
問
（
一
問
一
答
）

答問答 問

答 問

問答
観
光
振
興
会
と
商
工
会

と
の
関
係
は
あ
り
ま
す

か
。

町
長　

商
工
会
に
も
い

ろ
い
ろ
と
話
を
持
ち
か

け
な
が
ら
連
携
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。 住

民
の
転
入
と
企
業
誘

致
の
両
方
を
進
め
る
た

め
の
用
地
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

企
業
誘
致
の
た

め
の
用
地
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
住
宅
地
は
、今
回

の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
訂
で
、三
和
地
区
に
若
干
の

土
地
を
用
意
で
き
ま
し
た
。

問答 再
質
問
（
一
問
一
答
）
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Ａ
型
事
業
所
か
ら
一
般

就
労
に
移
行
し
て
、
定

着
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
か
。

福
祉
部
長　

現
在
、
単

独
事
業
と
し
て
、
直
接

企
業
訪
問
を
行
い
話
を
し
て
い

ま
す
。

Ａ
型
事
業
所
の
有
期
期

間
に
つ
い
て
就
労
定
着

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
は
ど
う

で
す
か
。地

域
福
祉
課
長　

就
労

は
全
国
的
に
み
て
も
定

着
し
て
い
ま
せ
ん
。
国
も
課
題

と
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
総
合

支
援
法
が
改
正
さ
れ
、
就
労
定

着
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
が

で
き
れ
ば
、
積
極
的
に
町
と
し

て
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
Ａ
型
事
業
所
に
つ
い

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
の
た
め

の
受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
最

大
３
年
で
す
。   

農
福
連
携
事
業
の
現
状

と
今
後
の
展
望
を
伺
い

ま
す
。

建
設
部
長　

農
福
連
携

事
業
は
、
耕
作
放
棄
地

の
有
効
利
用
と
障
が
い
者
雇
用

を
目
的
に
、
平
成
27
年
度
か
ら

野
菜
栽
培
を
中
心
に
、
就※

労
継

続
支
援
Ａ
型
事
業
所
が
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
指
導
者

３
人
と
15
人
の
障
が
い
者
が
働

き
、
こ
れ
ま
で
に
３
人
が
一
般

企
業
へ
就
労
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
露
地

野
菜
の
栽
培
は
、
天
候
の
影
響

を
受
け
や
す
い
の
で
、
安
定
経

営
を
図
る
た
め
に
も
ガ
ラ
ス
温

室
の
有
効
利
用
を
含
め
た
経
営

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
産
物
を
そ
の
ま
ま
販

売
す
る
の
で
は
な
く
、
加
工
し

付
加
価
値
を
付
け
て
収
益
を
図

り
、
安
定
経
営
を
目
指
す
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

今後の農福連携事業は今後の農福連携事業は
経営の安定を目指します

大
谷
勝
治

答

一般質問一般質問

問

農業地の無人販売所（長深）

収
穫
さ
れ
た
農
作
物
の

保
管
と
二
次
加
工
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

建
設
部
長　

事
業
者
か

ら
具
体
的
な
提
案
が
あ

れ
ば
、
協
定
に
基
づ
き
適
切
に

行
い
ま
す
。

問答

今
後
の
朝
市
は

10

再
質
問
（
一
問
一
答
）

※
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
と
は  

　

通
常
の
事
業
所
で
働
く
こ
と
が
困

難
な
人
に
就
労
の
機
会
の
提
供
な

ど
、
知
識
や
能
力
の
向
上
の
た
め
に

必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。
（
雇
用

契
約
有
）

答 問

問答
当
初
ガ
ラ
ス
温
室
の
朝

市
は
、
に
ぎ
わ
い
が
あ

り
ま
し
た
。
朝
市
の
現
状
を
伺

い
ま
す
。建

設
部
長　

出
品
数
、

来
場
者
数
は
減
少
傾
向

で
す
。
運
営
協
議
会
と
開
催
方

法
や
場
所
に
つ
い
て
協
議
し
、

ガ
ラ
ス
温
室
の
活
用
を
含
め
て

検
討
し
ま
す
。

問答

町
の
朝
市
を
今
後
も
存

続
さ
せ
て
い
き
ま
す
か
。

建
設
部
長　

朝
市
の
農

産
物
が
地
域
の
顔
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
町

の
特
産
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

出
品
す
る
こ
と
で
高
齢
者
の

励
み
と
な
り
、
町
民
の
憩
い
の

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

存
続
し
て
い
き
ま
す
。 

再
質
問
（
一
問
一
答
）

問答
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桑
名
広
域
清
掃
事
業
組

合
で
決
め
た
旧
ご
み
袋

の
使
用
方
法
で
す
が
、
桑
名
市

の
突
然
の
政
策
変
更
に
影
響
を

受
け
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
東
員
町
ら
し
く
最
後
の
１

枚
ま
で
使
わ
せ
る
」
と
い
う
強

い
意
志
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

町
長　

一
度
広
域
で
決

め
た
こ
と
を
桑
名
市
が

変
更
し
た
こ
と
は
、
違
和
感
が

あ
り
ま
し
た
。
東
員
町
の
対
応

が
後
手
に
回
っ
た
こ
と
は
素
直

に
謝
り
ま
す
。
町
民
の
た
め
に

な
れ
ば
と
、
交
換
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。 

な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

桑
名
・
員
弁
広
域
連
合
、桑
名

広
域
清
掃
事
業
組
合
の
事
務
は
、

構
成
市
町
の
考
え
の
も
と
、
事

業
の
実
施
や
費
用
な
ど
事
務
担

当
者
で
充
分
な
協
議
を
行
い
ま

す
。
重
要
な
案
件
は
、
構
成
自

治
体
首
長
会
議
で
議
論
を
し
、

広
域
連
合
や
事
業
組
合
の
議
会

に
諮は

か

っ
て
い
ま
す
。

　

光
冷
暖
シ
ス
テ
ム
は
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
後
に
、
発

達
支
援
室
の
療
育
施
設
の
一
部

に
導
入
を
考
え
、
担
当
課
長
と

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
療

育
施
設
に
、
光
冷
暖
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
構
想
か
ら
、
決
断

に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
伺

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
部
局
と
教
育
委

員
会
と
の
連
携
は
ど
う
で
す
か
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
隣

り
の
市
で
は
総
合
運
動
公
園
が

解
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

東
員
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競

技
場
の
活
用
方
法
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

職
員
と
の
連
携

は
、
幹
部
会
や
政
策
調

整
会
議
、
企
画
調
整
委
員
会
な

ど
で
、
次
年
度
予
算
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
事
業
レ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
実
施
し
、
職
員
と
の
意
識

調
整
や
政
策
の
方
向
性
の
確
認

問
東
員
町
の
将
来
の
在
る

べ
き
姿
を
描
く
町
長
と

職
員
と
の
連
携
は
ど
う
で
す
か
。

そ
し
て
、
他
市
町
と
の
広
域
行

政
の
中
で
、
政
策
決
定
に
追
従

す
る
の
で
は
な
く
、
東
員
町
ら

し
い「
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
東
員
町
の

立
ち
位
置
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、

折
衝
し
て
い
ま
す
か
。

答

市民に開放されている桑名市の運動公園

町
長
と
職
員
の
連
携
は

町
長
と
職
員
の
連
携
は

意
識
調
整
を
図
っ
て
い
ま
す

三
宅
耕
三

一般質問一般質問

一
緒
に
視
察
に
行
き
、
本
体
無

償
な
ら
ば
と
導
入
を
指
示
し
ま

し
た
。

教
育
長　

部
局
の
垣
根
を
越
え
、

役
場
全
体
で
情
報
の
共
有
化
、

円
滑
な
業
務
連
携
、
意
思
の
疎

通
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

東
員
町
陸
上
競
技
場
は
、
近

隣
市
町
か
ら
応
分
の
負
担
が
な

い
限
り
公
認
申
請
は
行
わ
ず
、

将
来
は
施
設
を
収
入
源
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

11

再
質
問
（
一
問
一
答
）

問答
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設
マ
ッ
プ
」や
情
報
を
閲
覧
で

き
る「
子
育
て
ナ
ビ
」が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
健
診
や
予
防
接
種

を
知
ら
せ
る 

「
配
信
機
能
」 

や

出
産
・
育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
子
育
て
世
代
に
、
き

め
細
か
く
応
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ「
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
」に
有
効
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
は

ど
う
で
す
か
。 

平
成
27
年
度
か
ら「
子

ど
も
子
育
て
支
援
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
、
子

育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供

や
相
談
、助
言
を
行
う「
利
用
者

支
援
事
業
」の
実
施
を
自
治
体

に
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
独

自
の
支
援
事
業
を
検
討
・
展
開

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
家
族
形
態
や

就
労
形
態
が
多
様
化
す
る
中
で
、

保
育
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
、
子
育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ

に
幅
広
く
対
応
す
る
必
要
性
が

増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
子
育
て
世
代
の
多
く

が
利
用
し
て
い
る「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
」や「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」を

使
っ
て
、時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
、

気
軽
に
子
育
て
情
報
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
、
育
児
の
不
安

感
や
負
担
軽
減
な
ど
を
図
る
こ

と
が
で
き
る「
ア
プ
リ
」が
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
ア
プ
リ
」に
は
、保
育
園・幼

稚
園
、
病
院
、
公
園
な
ど
の「
施

子育て応援アプリは子育て応援アプリは
準備を進めています

問

たのしい子育て

答

川
瀬
孝
代

一般質問一般質問

町
長　

町
と
し
て
の
子

育
て
支
援
は
、
各
小
学

校
区
で
の
保
幼
一
体
施
設
の
整

備
、
学
童
保
育
所
整
備
、
経
済

支
援
の
た
め
、
保
育
料
を
安
く

抑
え
る
と
と
も
に
、
５
歳
児
の

幼
稚
園
保
育
料
の
無
償
化
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
の
正
規
率
の

向
上
や
個
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
保
育
・
教
育
を
進
め
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子

育
て
相
談
・
子
育
て
の
講
演
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
情
報
伝
達
は
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
行
政
メ
ー

ル
、
回
覧
な
ど
活
用
し
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

  

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」を
活
用

し
て
、
子
育
て
情
報
の
発
信
を

す
る
こ
と
は
、
子
育
て
に
不
安

を
抱
え
る
保
護
者
に
と
っ
て
、

有
効
な
ツ
ー
ル
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
担
当
課
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
「
ア
プ

リ
」
の
運
用
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
運
用
開
始
時

に
は
、
広
く
周
知
を
し
て
い
き

ま
す
。  

12
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教
育
長　

期
限
付
き
で

は
あ
り
ま
す
が
、
夏
休

み
の
期
間
に
、
競
技
場
の
無
料

開
放
を
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
利
用
促
進
を
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

町
長　

無
料
開
放
な
ど
で
子
ど

も
た
ち
の
利
用
促
進
を
図
り
な

が
ら
、
稼
ぐ
と
き
に
は
し
っ
か

り
と
稼
げ
る
利
用
方
法
を
今
後

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
町

内
者
と
町
外
者
の
料
金

区
分
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
利

用
方
法
の
変
更
や
町
内
者
が
優

遇
さ
れ
る
料
金
設
定
に
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

近
隣
市
町
の
よ
う
な
１

時
間
単
位
の
利
用
に
す
る
な
ど
、

使
い
や
す
い
方
法
や
使
用
料
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ど
の
よ

う
な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用

は
、
第
２
次
東
員
町
行
財
政
検

討
委
員
会
か
ら
「
町
内
の
公
共

施
設
の
使
用
料
の
見
直
し
に
つ

い
て
」
の
答
申
を
受
け
、
平
成

21
年
度
に
大
幅
な
値
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
公
認
は
外
れ
て
い
ま

す
が
、
受
益
と
負
担
の
観
点
か

ら
、
直
ち
に
料
金
な
ど
を
含
め

た
利
用
方
法
を
見
直
す
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

陸
上
競
技
場
は
稼
げ
る
施
設
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
昨
年
か
ら
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、
民
間
事
業
者
か
ら

問 芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
促
進
を

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
促
進
を

　
無
料
開
放
な
ど
を
検
討
し
ま
す

石
垣
智
矢

一般質問一般質問

平
成
29
年
10
月
に
陸
上

競
技
場
の
第
３
種
公
認

が
外
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
芝
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
料
を
含
め
た

利
用
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
９
月
の
定

例
会
で
、
陸
上
競
技
場
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
使
用
料
が
、
と
て
も

高
額
な
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を

利用者が増えたらいいな（東員町陸上競技場）

答

問

答

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
具
体
的
な
進
展
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
を
調
査
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

再
質
問
（
一
問
一
答
）

13

現
在
の
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
主
に
大
会
の
み
の

利
用
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
期
間
は
練
習
か
ら
利
用

で
き
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

利
用
促
進
を
図
っ
て
は
ど
う
で

す
か
。

答

問
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③
雪
の
季
節
に
な
り
ま
す
。
生

活
道
路
に
も
融
雪
剤
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

④
安
全
・
安
心
に
欠
か
せ
な
い

消
防
水
利
で
あ
る
消
火
栓
の
ふ

た
を
囲
む
黄
色
線
が
消
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
団
地
内
の
防
火

水
槽
駐
停
車
禁
止
の
黄
色
の
囲

い
標
示
も
、
ほ
と
ん
ど
消
え
て

い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
で
は
町

民
の
安
全
・
安
心
は
守
れ
ま
せ

ん
。

　

ど
の
よ
う
な
管
理
点
検
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

建
設
部
長　

①
路
面
標

示
に
は
町
で
施
工
で
き

る
も
の
、
交
通
規
制
を
伴
う
も

の
は
警
察
で
、国
・
県
道
は
県
が

路
面
標
示
を
行
い
ま
す
。
平
成

28
年
度
に
引
い
た
区
画
線
は
、

文
字
に
よ
る
路
面
標
示
を
含
め

て
約
７
・
８
㎞
で
す
。

②
町
道（
穴
太
南
北
線
、大
木
八

幡
新
田
線
、中
上
南
大
社
線
）で

整
備
が
完
了
し
、
総
合
計
画
の

中
間
目
標
値
に
達
し
て
い
ま
す
。

歩
道
整
備
は
優
先
順
位
を
つ
け

て
、ま
ず
弁
天
通
り
の
歩
道
設

ハ
ス
池
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
万
助
溜
の
上

溜
は
、
土
砂
や
落
ち
葉
が
堆
積

し
、
コ
イ
が
泳
ぐ
の
も
難
し
い

で
す
。
土
砂
の
撤
去
を
求
め
ま

す
。

建
設
部
長　

必
要
が
あ

れ
ば
水
生
生
物
に
支
障

の
な
い
程
度
で
検
討
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
10
年

間
を
見
据
え
た
第
５
次

総
合
計
画
の
町
道
整
備
で「
危

険
箇
所
の
改
善
、
歩
行
空
間
の

確
保
な
ど
安
全
性
や
災
害
時
へ

の
対
応
に
配
慮
し
た
安
全
で
快

適
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

①
再
三
、
道
路
上
の
消
え
た
白

線
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
て
き

ま
し
た
が
、
目
に
見
え
る
形
で

こ
の
白
線
が
引
き
直
さ
れ
た
実

感
が
湧
き
ま
せ
ん
。
平
成
28
年

度
の
決
算
額
は
、
約
２
４
６
万

円
で
す
。
側
線
は
何
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
実
施
で
き
ま
し
た
か
。

②
笹
尾
東
入
口
か
ら
神
田
変
電

所
ま
で
、
東
員
郵
便
局
か
ら
西

へ
、
弁
天
通
り
の
城
山
か
ら
大

仲
溜
交
差
点
ま
で
の
歩
道
設
置

を
求
め
る
声
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
声
に
ど
う
答
え
ま
す
か
。

ま
た
、
総
合
計
画
の
中
間
目
標

値
10
・
２
％
に
対
し
て
は
ど
う

で
し
た
か
。

答

問

一日も早い対応を

安全・安心のまちづくりは安全・安心のまちづくりは
改善を図ります

大
崎
潤
子

一般質問一般質問

土
砂
の
撤
去
を

問答

14

置
を
計
画
中
で
す
。

③
道
路
幅
員
の
狭
い
各
生
活
道

路
へ
の
設
置
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

④
町
内
に
消
火
栓
は
９
０
６
カ

所
あ
り
、
調
査
を
行
い
な
が
ら

改
善
を
図
り
ま
す
。
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「
食
」
は
生
き
る
源
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
食

の
大
切
さ
に
対
す
る
意
識
の
低

下
や
食
習
慣
の
乱
れ
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
健
康
問
題
が
生
じ
た

り
、
食
の
安
全
・
安
心
に
つ
い

て
多
く
の
課
題
が
発
生
し
て
お

り
「
食
育
」
の
重
要
性
が
増
し

て
い
ま
す
。
同
時
に
一
般
的
な

食
育
活
動
に
加
え
て
、
食
を
支

え
る
農
業
に
関
す
る
知
識
、
地

長
年
同
じ
内
容
で
実
施

し
、
参
加
者
の
顔
ぶ
れ

も
同
じ
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
、

数
値
目
標
を
持
っ
て
い
た
だ
く

な
ど
、
本
来
の
目
的
を
再
確
認

し
た
上
で
見
直
し
が
必
要
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

建
設
部
長　

よ
り
多
く

の
人
に
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問 「
食
育
」と「
食
農
」の
連
携
は

「
食
育
」と「
食
農
」の
連
携
は

事
業
間
の
情
報
共
有
を
行
い
ま
す

山
崎
ま
ゆ
み

一般質問一般質問

答

農業体験講座の最終日は大豆加工センターで「餅つき」

域
の
農
産
物
な
ど
を
学
ぶ
「
食

農
」
教
育
も
大
切
で
す
。
食
育

と
食
農
の
取
り
組
み
と
連
携
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

朝
食
調
査
を

実
施
し
な
が
ら
、
食
へ

の
関
心
を
高
め
る
教
育
を
し
て

い
ま
す
。

福
祉
部
長　

関
連
部
門
が
一
体

と
な
っ
て
、
食
育
推
進
の
４
本

柱
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

建
設
部
長　
「
食
農
講
座
」
と

「
農
業
体
験
」の
２
講
座
を
親
子

対
象
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
食

育
と
食
農
の
連
携
は
、
各
所
管

課
事
業
に
よ
っ
て
趣
旨
が
異
な

り
ま
す
が
、
今
後
は
事
業
間
の

情
報
共
有
を
行
い
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
多
く
の
人
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

答

女
性
参
画
の
向
上
は

問

15

再
質
問
（
一
問
一
答
）

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、

一
人
一
人
が
お
互
い
を

認
め
合
い
、
責
任
も
分
か
ち
合

い
、
性
別
に
関
係
な
く
、
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
多
様
性

に
富
ん
だ
活
力
あ
る
社
会
で
す
。

　

町
の
男
女
共
同
参
画
の
取
り

組
み
の
中
で
、
女
性
参
画
の
向

上
と
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問

生
活
部
長　

町
に
お
け

る
女
性
管
理
職
の
割
合

は
、
幼
保
職
員
を
含
め
15
％
で

す
。
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
女
性
視
点
か
ら
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。「
働
き
方

改
革
」
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
、
時
間
外

勤
務
の
縮
減
や
初
の
男
性
職
員

の
育
児
参
加
休
暇
取
得
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
も
多
岐
に
わ
た

る
分
野
で
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

答
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議会改革を議会改革を
どのように進めるのかどのように進めるのか

活
動
レ
ポ
ー
ト　

議
会
全
員
協
議
会

活
動
レ
ポ
ー
ト　

議
会
全
員
協
議
会

東員町役場会議室東員町役場会議室
研修日　10月13日研修日　10月13日
議会全員協議会
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東
員
町
議
会
は
、
以
前
か
ら

数
々
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
、
議

会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
議
会
改
革
の
一
つ
と

し
て「
議
会
基
本
条
例
の
制
定
」

に
つ
い
て
、
議
員
間
で
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
基
本
条
例
策

定
作
業
部
会
を
立
ち
上
げ
た
り
、

条
例
を
制
定
し
て
い
る
議
会
に

視
察
研
修
を
す
る
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
意
見
を
ふ
ま
え
な
が
ら

基
本
条
例
と
向
き
合
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
衆
議
院
法
制
局
参

事
を
歴
任
さ
れ
、
後
に
自
治
体

の
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
吉
田
利
宏
氏

を
招
き
「
議
会
基
本
条
例
の
定

め
方
・
活
か
し
方
」
と
題
し
、

主
に
次
の
と
お
り
講
義
を
受
け

ま
し
た
。

１
．
条
例
を
制
定
す
る
意
義
と

し
て
、
議
会
が
地
方
自
治
法
な

ど
法
令
を
順
守
す
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
が
、
改
革
に
向
け
積

み
重
ね
て
き
た
議
論
や
約
束
を

明
確
に
規
定
し
、
改
革
を
後
戻

り
さ
せ
な
い
こ
と
に
あ
る
。

２
．
条
例
を
制
定
す
る
視
点
と

し
て
、
誰
に
対
す
る
規
定
（
約

束
）
な
の
か
。
ま
た
、
改
革
に

向
け
た
目
標
値
と
行
程
は
明
確

に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

３
．
条
例
を
生
か
す
視
点
と
し

て
、
決
算
な
ど
か
ら
見
る
事
業

評
価
を
行
い
、
町
民
が
期
待
す

る
政
策
提
案
が
求
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
議
会
改
革

の
視
点
に
立
っ
た
重
要
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。
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活
動
レ
ポ
ー
ト　

総
務
建
設
常
任
委
員
会　
　
　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

活
動
レ
ポ
ー
ト　

総
務
建
設
常
任
委
員
会　
　
　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
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町
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
カ
フ
ェ
事
業
も
そ
の

一
つ
で
、
今
回
は
い
ち
早
く
取

り
組
ん
だ
瀬
古
泉
カ
フ
ェ
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
が
、
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
語
り
あ
っ
た
り
、

催
し
も
の
を
し
た
り
と
、
会
場

は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
帰
り
の
子
ど
も

た
ち
が
宿
題
な
ど
を
し
に
カ
フ

ェ
に
立
ち
寄
る
な
ど
、
幅
広
い

世
代
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
運
営
は
、
自
治
会
長

や
世
話
役
さ
ん
を
中
心
に
、
受

付
や
お
茶
を
配
る
人
な
ど
役
割

を
分
担
し
、
み
ん
な
で
支
え
合

っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し

た
。

人
と
の
つ
な
が
り
は
介
護
予
防

に
も
な
り
ま
す
。
カ
フ
ェ
へ
の

取
り
組
み
は
、
地
域
の
活
力
を

生
み
出
し
、
人
び
と
の
活
躍
の

場
所
づ
く
り
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
他
の
地

域
に
も
さ
ら
に
広
が
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
の
目
指
す「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
る
」こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

瀬古泉カフェ瀬古泉カフェ
研修日　12月13日研修日　12月13日
教育民生常任委員会

北勢沿岸流域下水道北部浄化センター北勢沿岸流域下水道北部浄化センター
研修日　10月18日研修日　10月18日
総務建設常任委員会

下水処理場の現状を調査下水処理場の現状を調査

　

供
用
開
始
か
ら
30
年
経
過
し

た
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
処

理
費
用
の
う
ち
13
％
を
修
繕
費

が
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

現
状
認
識
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

処
理
区
は
東
員
町
・
四
日
市

市
・
桑
名
市
・
い
な
べ
市
・
菰

野
町
・
朝
日
町
・
川
越
町
の
各

市
町
で
す
。

　

北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
現
状

は
、
汚
水
処
理
量
が
数
年
前
か

ら
増
え
続
け
、
10
万
㎥
近
く
汚

水
処
理
量
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
員
町
で
は
雨
水
流

入
な
ど
に
よ
る
不
明
水
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
北
部
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
も
台
風
な
ど
の
天
候
に

よ
る
影
響
が
あ
る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
汚
水
量
が
多
く
な
っ

た
場
合
、
下
水
道
管
の
増
設
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

地
域
で
支
え
あ
い
カ
フ
ェ

地
域
で
支
え
あ
い
カ
フ
ェ
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特
集　

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特
集　

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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 どうしたらいいですか？」 どうしたらいいですか？」

タビュータビュー
「僕たち中学生の友達で遊ぶ場所
や気軽に運動できる所、バスケッ
トゴールやアスレチックとかが身
近な場所に欲しいよね」と友人と
よく話しています。

いい町です。住みよいですよ。地域に
守ってもらっています。散歩などの時
に、あまり見かけない方には、こちら
から声を掛けていますよ。声掛けの輪
が広がれば、認知症対策の一つになる
のではと思っています。

町民がいつでも楽しめるように、町
のスポーツ施設を無料開放して「健
康増進のまち」にしてほしいです。

私はガールスカウトの活動をしています。少子化の影響を
受けて会員数も減少傾向です。若者が町に残り、若者が住
みたくなるまちづくり、若い世代を呼び込み町を活性化し
たいですね。

石垣呂山くん（南大社　中学生）

馬
場
路
子
さ
ん
（
城
山
一
） 

水谷元子さん(笹尾西一)

南
部
侑
也
さ
ん
（
北
大
社　

学
生
）

武
内
直
幹
さ
ん
（
笹
尾
東
四
）

東員フェスティバルのような
夏のお祭りを復活させてほし
い。他にも若者が楽しめるイ
ベントを増やしてほしいです。

安
藤
弘
樹
さ
ん
（
鳥
取
）

さまざまな世代の方からご協力いただきました。
ありがとうざいました。

高齢化が進む中、オレンジバスの路線図やダイヤを見
直し、車がなくても東員駅を起点に何処にでも行ける
ようになれば住みよい町になると思います。
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特
集　

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特
集　

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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「みんなが住みよいまちにするには 「みんなが住みよいまちにするには 

突撃イン突撃イン
球場の予約が空いている時などは
子どもたちに貸してもらえないか
な。 子どもたちが安全に遊べる
環境をもっと作ってほしいです。

盆踊りなどが少なくなり、若者
や青年会の交流の場が少なくな
っています。若者の地域交流が
できる場所がほしい。

住みよい町だと思います。子
どもたちもきちんとあいさつ
ができます。そんな子どもた
ちを見守るまちづくりを望み
ます。

健康増進、コミュニケーション
の場になるような楽しい温泉施
設があるといいなぁ。

日々の生活が、不安無く安心で
健康で元気に生活できる町であ
ってほしい。低料金で入所でき
る特別養護老人ホームを造って
ほしいです。

空き地の清掃を行い、そこに四
季折々の草木を植えています。
自然環境・住環境を整えること
で人の心も潤い、自然豊かな住
み良い地域づくりを仲間と一緒
に広げたいです。

中村宗弘さん（八幡新田）

山
下
朋
哉
さ
ん
（
大
木
）

丹
羽
洋
平
さ
ん
（
笹
尾
東
四
）

中
山
和
文
さ
ん （
城
山
三
）

村木真知子さん（笹尾西一）

日置菊哉さん（中上）

特集

施設などへの交通の便を良く
してほしいです。また、住民
の横のつながりも必要かと思
います。行政にはそのきっか
けづくりをしてほしいです。

小林宏治さん（穴太）
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読
者
の
声

読
者
の
声
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読
者
の

読
者
の

声声

た
く
さ
ん
の
感
想
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

墓地の返還者が多いのですね。30年程前は購入したく
ても募集が少なく他の所に購入しました。時代によって
変わるんだなぁーと。

50代　女性

議
会
ク
イ
ズ
毎
回
楽
し
み
に
し

て
ま
す
。

10
代　

男
性

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
企
業

誘
致
に
努
力
し
て
下
さ
い
。

60
代　

女
性

楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

50
代　

男
性

見やすく、読みやすくなった議会だより。毎回興味を持っ
て隅々まで読ませて頂いています。ありがとうございま
す。

50代　女性

「議会だより」の紙面としてのボリュームは現状で適切
だと思いますが、各記事の詳細がＱＲコードで簡単に見
れるのは魅力的だと思いました。導入の検討をお願いし
ます。

40代　男性

色々と頑張って下さるのはよくわかります
が、個々充分質問する時、自分の足で調べた
り住民の声を把握した上のことでしょうか。
幼児から八十才すぎても命は同じです。現在　
未来　過去です。悲しく思います。

80代　女性

議会だより133号を読んで予算の使い道などグラフでわ
かりやすかったです。これからも議会だより私達にもわ
かりやすい内容期待しています。

60代　男性

クイズのおかげ？でこのリーフレートをよく読みまし
た。議員さんもがんばってくれてるんだと感じました。

60代　女性

東員町には東員ＩC、大型ショッピングセン
ターができ、土日には大変多くの人でにぎわ
っています。また、16年一貫教育など教育
にも力を入れていることも知っています。
　何とかして若い世代の人たちに住んでもら
えるようもっとアピールしていってはどうで
しょうか？大型ショッピングセンターに地元
の人を優先に雇用したり、今はなくなってし
まった住宅購入時の補助金を復活させてはど
うでしょうか？

40代　男性

三
和
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
大
か
つ
や

く
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

30
代　

女
性

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

50
代　

女
性

町
内
の
事
が
よ
く
わ
か
り
い
つ

も
読
ん
で
勉
強
さ
せ
て
貰
っ
て

い
ま
す
。

80
代　

女
性

※　内容は原文のまま掲載しました。ありがとうございました。

子
供
が
２
人
い
ま
す
が
将
来
町

内
で
働
く
場
が
少
な
い
の
で
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
企
業

誘
致
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で

す
。

30
代　

女
性

２
ペ
ー
ジ
を
見
て
お
金
が
沢
山

使
わ
れ
て
い
る
事
が
分
か
り
ま

し
た
。

60
代　

女
性
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あの質問はあの質問は
どうなったんや？どうなったんや？

　議員が、過去の本会議で
行った一般質問の中から、
その後どのように町政に反
映されたかを追跡し、皆さ
んにお知らせします。

追跡追跡

Ｑ 　城山球場沿い道路は、トラッ
クの往来が多く危険な状況で
す。対策を伺います。
（平成28年12月議会）

　早急に警察と協議をし、対策
を行います。

安全対策を

Ａ

こうなりました

追
跡
シ
リ
ー
ズ
／
広
報
委
員
の
一
言

追
跡
シ
リ
ー
ズ
／
広
報
委
員
の
一
言

21

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「正しく伝えること」
そして分かりやすく読
んでいただけるように
努めました。

「議会だより」作成に
あたり、大変勉強に
なりました。

広報委員として一年間
が過ぎました。来年度
に向けても頑張りたい
と思います。

議会を知ってもらうために、
一生懸命作成に努めました。
これからも「議会だより」を
よろしくお願いします。

「皆さんに一通り目を通していた
だきたい」「分かりやすくお伝え
したい」充実した議会だより作
成ができて良かったです。 

「議会だより読みま
した」と声をかけて
いただきました。
うれしかったです。
一年間ありがとう
ございました。 

　
「
横
断
歩
道
注
意
」
の
路
面
表
示
が
で

き
ま
し
た
。
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今
回
も
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
正
解
は

　
問
１　
21
日

　
問
２　
島
根
県
雲
南
市

　
問
３　
高
円
宮
賜
杯
全
日
本
学
童

　
　
　
　
軟
式
野
球
大
会

　

多
数
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の

結
果
、
当
選
さ
れ
た
15
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。　

＊
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太　
佐
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久
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様

＊
大　
　
木　
寺
田　
文
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＊
大　
　
木　
木
村
喜
久
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様

＊
長　
　
深　
伊
藤
久
美
子 

様

＊
中　
　
上　
水
谷　
正
子 

様

＊
笹
尾
西
１　
勝
川　
誠
司 

様

＊
笹
尾
西
１　
加
藤　
　
勝 

様

＊
笹
尾
西
２　
和
泉
恵
美
子 

様

＊
笹
尾
西
２　
真
野　
裕
美 

様

＊
笹
尾
西
２　
川
瀬　
幸
男 

様

＊
笹
尾
東
１　
中
山　
ゆ
み 

様

＊
笹
尾
東
１　
山
本　
好
子 

様

＊
笹
尾
東
２　
花
堂　
一
郎 

様

＊
笹
尾
東
２　
岡
本　
陽
子 

様

＊
城
山
２　
杉
浦　
祥
美 

様

ク
イ
ズ
当
選
者

まちの話題

子どもの成長を見守る（神田スポーツ少年団） 

表
紙
の
写
真

飛
龍
東
員
太
鼓
の
す
が
す
が
し
い
初
た
た
き

　
神
田
小
学
校
で

毎
週
土
・
日
曜
日

と
祝
日
に
朝
9
時

か
ら
夕
方
4
時
ま

で
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
団
員
は
女

子
や
町
外
の
子
ど

も
も
含
め
て
総
勢

28
人
で
す
。
約
1

時
間
準
備
運
動
を

行
っ
て
か
ら
低
学

年
と
高
学
年
に
分

か
れ
て
練
習
に
入

り
ま
す
。
野
球
を

通
し
て
「
こ
こ
ろ
」
と

「
か
ら
だ
」
が
健
や
か

に
育
つ
こ
と
を
目
的
に

「
友
情
」
と
「
協
力
」

の
大
切
さ
を
分
か
っ
て

ほ
し
い
な
と
思
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

子どもたちの年末警戒（中上）


